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平成２３年度遊休農地活用・解消運動事例 

 

 

耕作放棄地再生利用活動 

１ 地域の現状 

 西小諸地区は、耕作面積 411.2ha のうち、73ha が耕作放棄地になっています。小諸市内の耕作

放棄地の 19％を占めています。発生理由としては、他地域同様に、農業者の高齢化と後継者不足

に加え、隣接市に所有者がおり、管理が困難になっている農地があるという地域特性があります。 

 

２ 再生作業概要 

 （１）再生作業面積  78a 

 （２）地目等     田（一部畑）、すべて農振農用地） 

 （３）作業内容    樹木の伐採、根の抜根、下草刈り、石拾いなど 

 （４）その他     農用地利用集積により平成 23年４月から 10年間使用貸借 

 

３ 再生作業と今後の予定 

 増加及び悪化が進む耕作放棄地を地元農業委員が借り手となって、再生作業を実施した。樹木

等が生茂っていたため、数年は、そば栽培を行う予定とのことです。土壌が農地として利用でき

るまでに回復したのち、家畜飼料用の稲作を行う予定とのことです。 

 

４ 作業実施写真 

（１）実施前              （２）実施中 

   

（３）実施後 

      【報告：佐久地方事務所農政課】 


